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同居老親等以外の
老人扶養親族の人数

人数（人） 人数（人）扶
養
控
除
及
び
障
害
者
控
除
等

の
控
除
額

年
 
 
末
 
 
調
 
 
整

0

0

0

区分 金額（円） 税額（円）

本年最後の給与から徴収する金額

翌年に繰り越して徴収する金額

超過額の精算

同上のうち

不足額の精算

所得金額調整控除の適用の有無

備考

控除額（円）

ひとり親の該当

控除額（円） 区分

年末調整 計算シート（令和５年用）

勤労学生の該当

 控除対象扶養親族の人数

同居特別障害者の人数

同居特別障害者以外
の特別障害者の人数

一般の障害者の人数

(フリガナ）

氏　　名

区分

0

⑫のうち小規模企業共済等掛金の金額

⑬のうち国民年金保険料等の金額

配偶者（特別）控除額

扶養控除額及び障害者等の控除額の合計額

基礎控除額

所得控除額の合計額

差引課税給与所得金額及び算出所得税額

申告による社会保険料の控除分

申告による小規模企業共済等掛金の控除分

地震保険料の控除額

0

0

0

年調年税額(㉔×１０２．１％)

特定扶養親族の人数

同居老親等の人数

0

未払給与に係る未徴収の税額に充当する金額

差引還付する税額

本年中に還付する金額

旧長期損害保険料支払額生命保険料の控除額

社会保
険料等
控除額

給与等からの控除分

計

給与所得控除後の給与等の金額 0

給与所得控除後の給与等の金額（調整控除後）

賞与等

配偶者の合計所得金額

給料・手当等

寡婦の該当

年調所得税額

翌年において還付する金額

（特定増改築等）住宅借入金等特別控除額

0

0

0

所得金額調整控除額

本年最後の給与から徴収する税額に充当する金額

差引超過額又は不足額

い
ず
れ
か

うち

うち

うち
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ず
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うち

うち

うち

あて先

◎ この用紙は直接機械で処理しますので汚したり折り曲げたりしないでください｡

証券受領
一
部

全
部

内
証券受領

証券番号
振 出 人

円

左記の合計額を領収しました｡

使 用 欄
日 銀

（領収年月日及び領収者名）
）

国
庫
金

徴

収

義

務

者

摘
要

（電話番号 － －

様（御中）

令和 年度 税 務 署 名

税務署

税務署使用欄税 務 署 番 号 整 理 番 号

￥（記入例）

数
字
は
記
入
例
を
見
て
黒
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
力
を
入
れ
て

枠
か
ら
は
み
だ
さ
な
い
よ
う
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

国税収納金整 理資金（納付書）

区 分

俸給 給料等・

日雇労務者の
賃金

退 職 手 当 等

税 理 士 等 の
報 酬

役 員 賞 与

同上の支払
確定年月日

年末調整による
不足税額

年末調整による
超過税額

本 税

延 滞 税

合計額

▲

◎ 合計額の金額頭部には必ず「￥」字を枠の中に記載してください｡

納期等の区分

令和 年 月

（延） 支払分源泉所得税
及び復興特別所得税

住 所

氏 名

（所在地）

（名 称）

給与所得・退職所得等の
所 得 税 徴 収 高 計 算 書 領収済通知書○給

( 0 1 )

( 0 2 )

( 0 6 )

( 0 7 )

( 0 8 )

( 0 3 )

賞与(役員賞与を除く｡)

支 払 年 月 日 人 員 支 給 額 税  額
令和 年 月 日 万 千 百 十 人 百 十 億 千 百 十 万 千 百 十 円 十 億 千 百 十 万 千 百 十 円

( 0 4 )

( 0 5 )

デ
タ
ッ
チ
線

デ
タ
ッ
チ
線
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